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迎
　
春

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
に
は
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、益
田
市
と
一
体
と

な
っ
て
『
益
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
』

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
二
期
目
を
迎
え
た
こ
の
計
画

は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
総
括
し
、
新
た
な
生
活
課

題
や
福
祉
課
題
に
対
応
し
た
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
行
政
、
市
社
協
、
地
域
、
各
関
係
機
関
が
協
力

し
、
お
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
計
画
を
推
進
し
、『
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
』
の
実
現
の
た
め
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
　
　
長
　
齋
藤
　
　
眸
（
高
津
五
丁
目
）

副
会
長
　
石
本
　
建
二
（
東
町
）

常
務
理
事
　
福
原
　
正
巳
（
下
本
郷
町
）

理
　
　
事
　
石
田
　
敏
治
（
久
々
茂
町
）

　
　

〃
　

　
　
岩
本
の
り
こ
（
あ
け
ぼ
の
本
町
）

　
　

〃
　

　
　
大
久
保
　
稔
（
下
本
郷
町
）

　
　

〃
　

　
　
笹
川
　
　
清
（
高
津
四
丁
目
）

　
　

〃
　

　
　
澤
江
　
久
介
（
美
都
町
山
本
）

　
　

〃
　

　
　
竹
田
　
和
夫
（
匹
見
町
道
川
）

　
　

〃
　

　
　
田
中
　
　
敦
（
木
部
町
）

　
　

〃
　

　
　
中
島
　
教
祐
（
駅
前
町
）

　
　

〃
　

　
　
中
島
　
正
紀
（
喜
阿
弥
町
）

　
　

〃
　

　
　
永
本
　
鶴
枝
（
須
子
町
）

　
　

〃
　

　
　
原
　
　
伸
二
（
久
城
町
）

　
　

〃
　

　
　
山
崎
　
善
行
（
美
都
町
笹
倉
）

　
　

〃
　

　
　
山
本
　
　
尚
（
中
吉
田
町
）

　
　

〃
　

　
　
渡
辺
　
　
隆
（
匹
見
町
紙
祖
）

監
　
　
事
　
吉
川
　
富
男
（
水
分
町
）

　
　

〃
　

　
　
竹
内
　
優
機
（
あ
け
ぼ
の
西
町
）

　
　

〃
　

　
　
本
井
　
宗
明
（
高
津
四
丁
目
）

顧
　
　
問
　
田
中
　
　
稔
（
乙
吉
町
）

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
評
議
員
・
職
員
一
同
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祉
団
体
の
活
動
助
成
や
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
寄
付
金
は
、

見
舞
金
と
し
て
贈
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

益
田
市
長
　
山
本
　
浩
章
　

　

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
五
年

の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
福
祉
活
動
に
お

け
る
中
核
組
織
と
し
て
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

を
深
め
て
い
く
た
め
、
多
く
の
団
体
の
参
加
と
協
働
の
も
と
に
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
福
祉
教
育
、
高

齢
者
・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
益
田
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
事
業
と
し
て
、

「
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
す
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
と
い
っ
た
分
野
の
枠
を

超
え
て
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
住
民
、
行
政
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
体
と
な
り
、

と
も
に
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
福
祉
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
画
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市

の
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
各

種
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

参
画
と
協
力
を

平
成
24
年
度
　
し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
受
賞
者

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
礼

益
田
市
共
同
募
金
委
員
会

（
益
田
市
関
係
者
、
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
県
知
事
感
謝
状
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　

益
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

益
田
あ
け
ぼ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

安
田
婦
人
会

　

益
田
市
立
図
書
館
お
は
な
し
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

も
こ
も
こ
も
こ
の
会

　

つ
つ
じ
会

【
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労

　

岡
﨑
ヒ
ロ
子
（
飯
浦
町
）

社
会
福
祉
施
設
、
社
協
・
団
体
等
役
職
員
功
労

　

本
井　

宗
明
（
益
田
市
社
協
監
事　

高
津
四
丁
目
）

　
し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
が
、
昨
秋
10
月
27
日
㈯
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
、
社
会

福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
方
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
】

社
会
福
祉
事
業
協
助
者

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
濃

【
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
】

一
般
功
労

　

大
谷　

靜
也
（
匹
見
町
道
川
）

【
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
表
彰
】

一
般
功
労

　

豊
田　
　

優
（
黒
周
町
）

　

野
村　

長
典
（
木
部
町
）

【
県
知
的
障
害
者
施
設
保
護
者
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

感
謝

　

栗
栖　

將
喜
（
元
県
知
的
障
害
者
施
設
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　

会
連
合
会
副
会
長　

久
城
町
）

　

今
年
度
も
、
共
同
募
金
並
び
に
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
に
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
学
校
、
企

業
団
体
、
助
成
受
益
団
体
等
か
ら
、
心
温
ま
る
募

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
に
お
い
て
も
、

多
く
の
物
品
を
提
供
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
福
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　私たちは水稲生産農家ですが、数年前の減反政策により大豆を作
り始めたころから、グループまめ・こめとして、味噌造りを始めま
した。まず、味噌造りに欠かせないこうじ造りを地区の古老から教
わることから始め、最初の２、３年は手探りの状態が続きました。
自分たちの栽培した米と大豆から造る味噌は、大変おいしく、“手
前味噌”と言われることわざの意味も良くわかりました。
　隣近所に食べてもらったところ、「すごくおいしい」と喜ばれ、
真砂地区の収穫祭でも、「味噌は売ってないの？」と聞かれるまで
に口コミで広まりました。そこで、島根県社会福祉協議会の「夢
ファクトリー事業」の支援を受け、本格的に味噌と惣菜の加工所を設立することにしました。
　早春の肌寒い頃、稲の苗作りから米の栽培が始まり、田植が終わると、季節は汗ばむ６月を迎えます。ま
た梅雨まえには大豆の播種をします。汗びっしょりになって草取りを終えると、米も大豆もとても喜んでい
るように見えます。このように愛しんで育て、収穫した米と大豆を使うのですから、寒い冬の味噌加工作業
も、楽しんで取り組んでいます。
　昔から「真砂の米はおいしい」と言われていますが、大豆生産者が真砂地区内にも増えて、真砂でしか出
来ない味噌加工が出来ればと考えています。また、野菜はお漬物に、味噌もおかず味噌に、おいしい真砂米

はおむすびに加工できるよう惣菜加工所も併設しました。
　高齢化とか限界集落とか、真砂地区もさみしい状態の中、私たち“グルー
プまめ・こめ”は真砂地区が元気になれるようお米、大豆の栽培、加工に精

（勢い）を出して、さらに販売にまで拡げ、奮闘したいと思っております。

　島根県社会福祉協議会では、中高年齢者が培ってきた知識や経験、技術等を活かして、生産活動を行う
ことにより、活力ある地域づくりを推進することを目的とした「夢ファクトリー事業」を推進しています。
　市内で助成を受け、活動している団体を紹介します。

夢ファクトリー事業活動紹介

味噌造りで地区に元気を

く
に
び
き
学
園（
西
部
校
）新
入
生
募
集

　

高
齢
者
の
学
び
と
交
流
の
場

　

２
年
間
の
学
園
生
活
で
生
き
が
い
・
仲
間
づ
く
り
と
地
域
活
動
参

加
の
た
め
の
知
識
習
得
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

○
出
願
対
象　

島
根
県
内
在
住
の
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
60
歳

以
上
の
方
（
満
60
歳
以
上
の
方
が
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
満
58
歳
以
上
も
対
象
）

　
　
　
　
　
　

地
域
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
卒
業
後
に
参
加
す
る
意

欲
の
あ
る
方

○
会　
　

場　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

　
　
　
　
　
　

※
東
部
校
（
松
江
市
）
で
も
募
集
中
で
す

○
授
業
料
等　

入
学
金
１
万
円　

授
業
料
年
額
１
万
８
千
円

　
　
　
　
　
　

そ
の
他
資
料
代
・
教
材
費
別
途

○
修
学
期
間　

２
年
間
（
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

※
年
間
の
登
校
日
数
は
40
日
程
度

○
内　
　

容　

総
合
講
座
及
び
専
門
講
座
（
社
会
文
化
・
園
芸
・
陶

芸
・
健
康
福
祉
の
４
科
か
ら
選
択
）

○
募
集
要
項
・
願
書　

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
左
記
の
学

園
事
務
局
で
配
布
し
ま
す

○
受
付
期
限　

平
成
25
年
２
月
28
日
㈭
ま
で

○
事
務
局　

く
に
び
き
学
園
西
部
校

　
　
　
　
　
　
　

℡
０
８
５
５-

２
４-

９
３
３
６

　
　
　
　
　
　
　

〒
６
９
７-

０
０
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
市
野
原
町
一
八
二
六
―
一

☆
一
般
公
開
授
業
☆

　

総
合
講
座
と
専
門
講
座
の
一
般
公
開
授
業
を
開
催
し
ま
す
。
授

業
科
目
や
日
時
、参
加
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
学
園
祭
の
ご
案
内
★

　

平
成
25
年
２
月
９
日
㈯
に
、
い
わ
み
ー
る
で
開
催
し
ま
す
。

　

作
品
展
示
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
園
芸
・
陶
芸
作
品
販
売
、
お

茶
席
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
学
園
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

グループまめ・こめ（真砂地区）
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一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
‼

美
都
町
は
つ
ら
つ
介
護
者
の
会

　

美
都
町
は
つ
ら
つ
介
護
者
の
会
は
、
美
都
地
域
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

ご
自
宅
等
に
お
い
て
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
が

集
ま
り
学
習
・
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
不
安
・
介
護
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
27
日
㈫
に
開
催
し
た
ふ
れ
あ
い
交
流
会
で
は
、
益
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
『
福
祉
出
前
講
座
』
を
活
用
し
て
、
小
規
模
多
機
能

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
・
特
徴
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
益
田
市
内
に
あ
る
小
規
模
多
機
能
施
設
の
内
、
美
都
町
仙
道

の
『
あ
ん
ず
』
と
本
町
の
『
す
み
よ
し
』
を
訪
問
し
、
施
設
の
見
学
や
状

況
・
実
情
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
小
規
模
多
機
能

と
い
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
興
味
と
関
心
が
と
て
も
高
く
、
熱
心

に
話
を
聞
い
た
り
質
問
し
た
り
し
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

昼
食
・
休
憩
の
場
で
も
会
員
同
志
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
各
自
の

介
護
の
状
況
や
、悩
み
・
不
安
に
つ
い
て
話
を
し
、情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

美
都
町
は
つ
ら
つ
介
護
者
の
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
交
流
会
な
ど
を
開

催
し
て
お
り
、
少
し
で
も
介
護
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る

よ
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
美
都
地

域
在
住
で
現
在
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
は
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

美
都
町
は
つ
ら
つ
介
護
者
の
会
事
務
局

（
益
田
市
社
協
美
都
支
所
内
）

　
　

℡
０
８
５
６-

５
２-

２
３
９
２

担
当
：
山
鳥
・
齋
藤

『
フ
ー
ド
バ
ン
ク
』を
ご
存
知
で
す
か
？

　

日
本
で
は
毎
年
、
約
２
０
０
０
万
ト
ン
も
の
食
糧
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
様
々
な
理
由
で
廃
棄
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
食
品
ロ
ス
（
フ
ー
ド
ロ
ス
）
は
年
間
５
０
０
～
８
０
０
万
ト
ン
！　

こ
れ
は
コ
メ
の
年
間
生

産
量
と
同
じ
ぐ
ら
い
膨
大
な
量
で
す
。

　

食
品
ロ
ス
が
発
生
す
る
理
由
と
し
て
は
、
箱
や
缶
が
潰
れ
た
包
装
状
況
の
問
題
や
過
剰
生
産
、
規

格
外
商
品
、
季
節
限
定
・
催
事
で
の
売
れ
残
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
〝
３

分
の
１
ル
ー
ル
〟
賞
味
期
限
が
残
り
の
３
分
の
１
以
下
に
な
る
と
、
そ
の
商
品
は
販
売
で
き
な
く
な

る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
そ
う
し
た
食
料
品
を
譲
り
受
け
、
生
活
困
窮
者
や
福
祉
施
設
な
ど
に
無
償
提

供
し
て
、有
効
に
使
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
で
す
。供
給
側
も
廃
棄
コ
ス
ト
の
削
減
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
日
本
で
は
、
約
30
の
団
体
が
フ
ー

ド
バ
ン
ク
を
立
ち
あ
げ
て
そ
の
地
域
に
あ
っ
た

や
り
方
で
活
動
中
で
す
。

　

島
根
県
で
は
、
島
根
県
社
協
が
昨
年
６
月
か

ら
試
行
的
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
缶
詰
や
レ
ト
ル

ト
食
品
な
ど
の
受
入
れ
、
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
の

協
力
を
得
て
、
必
要
時
に
賞
味
期
限
間
近
の
食

品
な
ど
を
受
け
取
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
生
活

困
窮
者
や
福
祉
施
設
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
削
減
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
も
っ
た

い
な
い
食
品
が
多
く
の
人
を
助
け
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
貧
困
問
題
や
環
境

面
に
お
い
て
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
フ
ー
ド
バ
ン

ク
活
動
を
知
っ
て
下
さ
い
。

フードバンク関係図 （食品の流れ）
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社
協
の
特
別
会
員
と
し
て
、次

の
企
業
・
団
体
の
ご
賛
同
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
11
月
30
日
現
在　
順
不
同
・
敬
称
略
）

㈱
高
津
自
動
車
修
理
工
場

㈲
椋
木
商
会

益
田
マ
ル
ヰ
㈱

高
橋
建
設
㈱

徳
栄
建
設
㈱

日
出
来
屋
酒
店

深
山
の
郷
加
工
グ
ル
ー
プ

㈲
中
田
自
動
車
整
備
セ
ン
タ
ー

新
光
プ
ロ
パ
ン
瓦
斯
㈱
匹
見
販
売
所

匹
見
峡
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
湯

中
村
医
院

桧
谷
商
店

ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
木
工
組
合

㈲
柴
田
電
業

斎
藤
建
設
㈲

㈲
源
拓
工
業

㈱
萩
の
会

森
本
商
店 

社
協
特
別
会
員
へ
の
お
礼

　

　
　
　
　
　
　

【
香
典
返
し
】

福
原　

久
夫	

（
中
須
町
）	

金
一
封

宮
内　

益
子	

（
遠
田
町
）	

金
一
封

芝
田　
　

央	

（
土
田
町
）	

金
一
封

佐
々
木
栄
見	

（
木
部
町
）	

金
一
封

齋
藤　

武
夫	

（
元
町
）	

金
一
封

利
光　

文
子	

（
須
子
町
）	

金
一
封

村
上　

愛
子	

（
隅
村
町
）	

金
一
封

竹
橋　

鶴
矣	

（
中
島
町
）	

金
一
封

原
田　

菊
枝	

（
栄
町
）	

金
一
封

田
根
登
美
江	

（
下
種
町
）	

金
一
封

永
瀬　
　

弘	

（
高
津
一
丁
目
）	

金
一
封

永
岡　

幸
枝	

（
山
折
町
）	

金
一
封

佐
田　

和
子	
（
横
田
町
）	

金
一
封

吉
村　

俊
二	
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）	金
一
封

福
原　

恭
子	

（
赤
城
町
）	

十
万
円

野
稲　

定
章	

（
桂
平
町
）	

五
万
円

石
川　

信
夫	

（
下
波
田
町
）	

金
一
封

篠
原　

保
美	

（
白
岩
町
）	
金
一
封

野
村
ミ
チ
コ	

（
遠
田
町
）	
金
一
封

澄
川　

京
子	

（
西
平
原
町
）	
金
一
封

長
谷　

千
代	

（
美
都
町
都
茂
）	

金
一
封

真
庭　

健
太	

（
向
横
田
町
）	

金
一
封

原
田　

正
志	

（
遠
田
町
）	

金
一
封

細
谷　

忠
男	

（
東
町
）	

金
一
封

平
川　

浦
政	

（
中
吉
田
町
）	

金
一
封

大
賀　
　

功	

（
市
原
町
）	

金
一
封

松
田　

悦
子	

（
中
吉
田
町
）	

金
一
封

梅
地　

和
美	

（
東
町
）	

金
一
封

平
井　

利
弘	

（
須
子
町
）	

金
一
封

善
意
の
輪	　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
10
月
１
日
〜
平
成
24
年
11
月
30
日
）

（故）

（故）

（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）（故）

（故）（故） （故）（故） （故）
田
中　

頼
昭	

（
西
平
原
町
）	

金
一
封

河
野　
　

悟	

（
東
町
）	

五
万
円

大
島　

清
嗣	

（
高
津
町
）	

金
一
封

遠
藤　
　

成	

（
熊
本
県
熊
本
市
）	

金
一
封

平
野
美
智
子	

（
高
津
二
丁
目
）	

金
一
封

岡　
　

政
夫	

（
美
都
町
仙
道
）	

金
一
封

齋
藤　

勇
治	

（
美
都
町
板
井
川
）	

金
一
封

山
崎
丈
太
郎	

（
匹
見
町
紙
祖
）	

五
万
円

田
村　

文
美	

（
内
田
町
）	

五
万
円

齋
藤　
　

貢	

（
匹
見
町
紙
祖
）	

金
一
封

大
谷　

隆
敏	

（
匹
見
町
道
川
）	

金
一
封

廣
田
ヱ
ミ
子	

（
匹
見
町
澄
川
）	

金
一
封

河
野　

甚
一	

（
中
垣
内
町
）　	

金
一
封

【
見
舞
返
し
】

多
田　

昭
三	

（
昭
和
町
）	

金
一
封

齋
藤　
　

貢	

（
匹
見
町
紙
祖
）	

金
一
封

藤
井　

三
子	

（
匹
見
町
広
瀬
）	

金
一
封

【
一
般
寄
付
】

桐
田　

義
夫	

（
水
分
町
）	

金
一
封

匿　
　
　

名	
	

千
円

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
善
意
の
寄
付

金
は
、
ご
意
志
に
沿
っ
て
、
地
域
福
祉
活
動

事
業
費
や
福
祉
基
金
積
立
の
原
資
と
し
て
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふれあい福祉相談所のご案内
１月・２月の相談日 場所：益田市総合福祉センター

無料法律相談　13:00 ～ 15:00
（要予約）　　担当弁護士

ふれあい福祉相談
10:00 ～ 15:00

老人母子相談
10:00 ～ 15:00

１月 11日㈮ 益田ひまわり基金法律事務所（真鍋弁護士） 11日㈮ 11日㈮・25日㈮
２月 ８日㈮ 石西ひまわり基金法律事務所（児玉弁護士） ８日㈮ ８日㈮・22日㈮

ふれあい福祉相談所
（益田市社会福祉協議会内）

（月～金　8：30 ～ 17：30）
TEL ２２－７２５６

　上記相談日以外でも専任相談員がお受けします。
　「こんなこと話していいかな？」「今はいいけど、もし何
かあった時はどうなるの？」
　「身近に話す人がいないから聞いてみようか。」
　どんなことでもかまいません。出かけることのできない
方はお電話でもお受け致しますので、お気軽にご相談くだ
さい。
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「
子
ど
も
達
に
夢
を
！

　
　
た
く
ま
し
く
豊
か
な
創
造
性
を
！
」

～
お
や
こ
劇
場
設
立
理
念
～

　
「
益
田
お
や
こ
劇
場
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
子
ど
も
達
に
演
劇
・
音
楽
・
芸

能
な
ど
の
生
の
舞
台
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
全
国
か
ら
プ
ロ
の
劇
団
を
招
い

て
活
動
を
続
け
41
年
に
な
る
市
民
団
体
で
す
。

　

第
167
回
例
会
は
日
本
で
も
数
少
な
い
馬
頭
琴
奏
者
岡
林
立
哉
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
参
加
者
や
会
場
と
な
っ
た
益
田
幼
稚
園
の
園
児
達
は
、
モ
ン
ゴ
ル

の
お
話
と
と
も
に
馬
頭
琴
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。
馬
の
し
っ
ぽ
の
毛
の
弦
を

も
つ
そ
の
音
色
は
な
ぜ
か
な
つ
か
し
く
、
日
本
人
の
心
に
も
響
く
も
の
で
し
た
。

ま
た
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
に
伝
わ
る
ホ
ー
ミ
ー
（
一
度
に
二
つ
以
上
の
音
が
聞
こ

え
る
歌
唱
法
）
の
声
に
は
、
会
場
か
ら
驚
き
の
声
が
も
れ
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
子
ど
も
へ

の
弊
害
が
問
題
と
な
る
中
、
生
の
舞

台
は
子
ど
も
達
の
感
性
を
磨
き
感
じ

る
心
を
育
て
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
あ

な
た
も
、
子
ど
も
達
の
心
を
育
む
お

や
こ
劇
場
の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
親
子
で
、
こ
ど
も
だ
け
で
、
大

人
だ
け
で
も
入
会
Ｏ
Ｋ
で
す
。
会
を

応
援
し
て
く
れ
る
応
援
会
員
も
募
集

中
で
す
。

（
問
合
せ
先
）
益
田
お
や
こ
劇
場

　

益
田
市
須
子
町
３-

１

　
　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

０
９
０-

８
２
４
４-

２
２
０
８

「
骨
が
な
く
な
る
病
気

　
　
　
え
っ
⁉
　
歯
科
な
の
に
」

　

匹
見
地
域
福
祉
委
員
会
は
、
12
月
2
日
㈰
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
み
じ
の
里

交
流
ホ
ー
ル
で
講
演
会
を
開
催
し
70
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
匹
見
歯
科
診
療
所
を
引
き
継
が
れ
た
澄
川
裕
之
先
生
を
講
師
に
迎

え
、「
骨
が
な
く
な
る
病
気　

え
っ
⁉　

歯
科
な
の
に
」
と
い
う
興
味
を
そ
そ
る
演

題
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歯
周
病
は
、
沈
黙
の
病
気
で
受
診
す
る
人
は
少
な
く
、
自
覚
症
状
が
な
い
怖
い
病

気
で
、
受
診
し
た
と
き
に
は
重
症
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

歯
周
病
は
、
歯
の
周
囲
の
骨
が
な
く
な
る
病
気
、
定
期
的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
大

切
。
全
身
疾
患
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
糖
尿
病
が
あ
る
方
は
健
康
な
方
の
約
2
．
6

倍
で
歯
周
病
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
お
話
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間

半
で
し
た
。
歯
の
健
康
は
身
体
の
健
康
寿

命
に
つ
な
が
り
ま
す
。
福
祉
委
員
会
か
ら

参
加
者
全
員
に
、
歯
ブ
ラ
シ
を
進
呈
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
バ

ザ
ー
も
行
い
ま
し
た
。
町
民
か
ら
た
く
さ

ん
の
物
品
が
寄
せ
ら
れ
、
品
々
を
前
に

「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
と
悩
み
な
が
ら
多

数
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
収
益
は
益
田
市
共
同
募
金

委
員
会
匹
見
分
室
を
通

じ
、
匹
見
町
内
の
80
歳

以
上
独
居
高
齢
者
世
帯

へ
助
成
さ
れ
ま
し
た
。


